
第2回全国CVT連絡会幹事会	

	

参加者：佐藤	 洋，小谷敦志，八鍬恒芳，三木	 俊，西尾	 進，	

古島早苗（冨田文子代理），有高進悟	

欠席：久保田義則，寺澤史明，山本幸治，冨田文子，小林清子	

	

日時：2018年10月25日（木）17:20−18:20	

会場：ホテルグランヴィア広島	 3F	 弥山（ミセン）	

	

議事	

1. 全国CVTの会活動報告が以下の内容で報告された	

① 2018年5月11日(金)：第46回日本血管外科学会学術総会（山形）．特別企

画「CVT	の資格を再認識する～臨床検査技師だけの資格ではない～」：

小谷代表	

② 2018 年 10 月 26 日（金）：第 59 回日本脈管学会総会（広島）．特別企画 6

「血管診療技師	 各地区での活動の現状」：佐藤代表	

③ 第 12 回 CVT の会懇親会：2018 年１０月２５日（木）１８：３０から	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

会場：北海道食市場	 丸海屋	 広島駅南口店	：担当	 中国 CVT の会	 有

高幹事，松原氏	

	

2. 全国CVTの会HP作成について	

	 全国 CVT の会の TOP ページを作成し，それをゲート HP としその傘下に各地

方会 HP にリンクする流れとしたい．TOP ページには，全国 CVT の会のご挨拶

分，幹事，規約，企業広告などを掲載する予定とする．作成はアスリード（CVT

認定機構事務局代行会社）に依頼する．	

	

3. 全国CVTの会HPの企業広告について	

	 今後の資金調達のために，企業広告を募ることとなった．趣意書などの準

備は小谷代表が行う．	

	 その他，メール会員から会費を徴収する意見が出たが，現時点での会費徴

収は困難ではないかとの意見となった．	

	 	

4. 活動資金について	



	 全国CVTの会として活動するにあたって，学会等のCVT関連セッションの企

画や会場費用，それに伴う交通費，HP管理料，事業の透明化をするための公

印作成など，今後の運用で必要となることが予想される．このため次年度に

向けて会計を設置することとなった．現在，活動資金を調達する手段がない．

以下についてCVT認定機構に検討のお願いをすることとなった．	

① HP管理費用は今後継続して発生するため，CVT認定機構から捻

出できないか．	

② 関連4学会から各学会10万円の助成金が得られないか．これは

CVT認定機構から嘆願していただくか，我々が直接連絡して良

いかCVT認定機構の指示を仰ぐこととなった．	

	

5. 各地区の報告	

	 八鍬幹事より関東 CVT の会では昨年 12 月と今年 7 月に 2 回の開催を行った

と報告された，小谷代表より関西 CVT の会は今年 2 月と 8 月に開催したこと

が報告された．有高代表より中国 CVT の会は今年 9 月に開催を行ったと報告

された．古島代理より九州CVTの会は昨年12月に開催したことが報告された．	

北海道 CVT の会では昨年 11 月に開催したことを確認した．	

	 現在，四国 CVT の会の構築を模索しているとのことが，西尾幹事から報告

があった．これに伴い，四国地方の代表を，渡邊亮司氏（済生会今治病院）

に交代したいとの要望があり，満場一致で承認された．これに伴い会則にあ

る幹事名を変更する．	

	

6. CVT の全国の情勢について	

	 佐藤代表幹事より CVT の全国の情勢につき報告された．別紙参照	

	 	

7. 今後の活動予定	

	 佐藤代表より 2019 年	 第 60 回日本脈管学会総会においては、大会長の宮

田哲郎先生に CVT セッションを確約していることが報告された．	

	 小谷代表より，2019 年の血管外科学会において，「CVT 関連セッション」

を予定していることが報告された．この旨を全国 CVT の会連絡メールで案内

を行う．演題〆切は 2018 年 11 月 20 日．	

	

	



その他	

① 各地区の今までの活動をまとめ，統一したフォーマットで作成して CVT

事務局に報告することが佐藤代表により提案され承認された．佐藤代表

がひな形を作成し各地方の代表幹事に連絡，過去の活動を記入して代表

幹事に提出することとなった．	

② 全国 CVT の会メール会員に対するメール一斉配信時に，送信不可となる

アドレス該当者を佐藤代表が調査し CVT 認定機構に報告することとなっ

た．	

③ 血管外科学会チーム医療推進委員会の小谷代表より，血管外科学会学会

総会での CVT 関連セッションのレギュラー化をお願いしたことが報告さ

れた．	

④ 同時に関連 4 学会の学術集会での，CVT 関連セッションのレギュラー化

を，CVT 認定機構から関連 4 学会に対し要望して頂くよう提案すること

が示された．	

⑤ 全国 CVT の会の活動を周知するため，要望に応じて，CVT に関わる案内

や，各地方会の CVT の会の開催案内などを，全国にメール配信すること

が可能であると小谷代表兼事務局より報告された．	

以上	

次回，第 3 回全国 CVT の会幹事会は第 60 回日本脈管学会総会（2019 年 10 月 10-12 日；

東京）会期中を予定	

文責	 小谷敦志	


